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インド第3次6カ年計両と民間側見解
商工会議所述即案と同民会議派案の比較険討

はしがき

は せ やま たかひ乙

長谷山紫彦

の方ri',Jに聞くかは， その公共部門と民間部門との

i七本，ゲfJ JC）バランスにカ、の.／， ，＇：：ころ；ぅ：フ〈きいカ入

インドの第2次5カ年計岡は 1961行：：3月米に終 化の立！川；に才コいて係3次計画に閲する民間案が政

了し‘ 4月から第3次行カ年計百円はい7，三とに 府案と比較して， どのようた竹色を千了寸之J、を＂/Z-;

ii -lてい之＇ J司：：（F:そii）市3次言1111,if日l案はiC{f{fの計 策する一三は ＆－A，..；，て興味あどy問題でJi，；＇，う。ィ

阿委員会により検汀中であり， 60年 3月3才とから 4 ンド商工会議所連盟策である The Third Five・ 

／］：ーかけイ ，：＿・ （.＇）最終F来い公表子ji九予定－，：－ふる。 ミeari山 11一一A Tentative Outlineい比較的前i

インド経済の主主本方針となっていた「社会主義 単な小川子であり， またこれを比較するための政

'l:'{i~J （出忙しtlisticl' a! tern of Society）仁、外貨 ｝河原案 Fふる Cert;1inDimcn只ionalIIyphothesι’メ

(1＼’誌による y有ど次5り｛f,;t画の市街：と， l白川：lllITと

くにアメリカの援助に期1、干する民間部門の優勢化

I J つ L 大幅二1lli;{七しf l、うに，，Er:},;)').L fこ

が， 第2次計l山i後半期においては悶民会議派のナ

リデール決l芯；＇，契機 l:i Cふたたび会共川111111，心

の社会主義型社会の構抵！が勢力合間復してき酬tc・。

1959年5月、 国民合議派によりで事3次日列午討

にl;j<: JtJ-lさィ lf二オーヲガムンド・ゼミナ •l－：こお

いては， 公共者1；円の優位と社会主義司111士会の謀本

/J'.i：なtいっ二とう強くよl,-) j臼されjこが， こjl：ー；（すし

てインド商工会議所連盟な中心とするインドの民

I 'il陀11守のf1(1＇：：日i体は， 民間部Fり化Tr視す乙ごとを

国民ぷぷ派の社え主義イじ：：tCli1日にJiXJI.ζ59 

年 9月に「gj'.{3次5カ年計画←一試案要綱」（The

（、oncerningthe Third FivぞYeari》Ian もこの

盟約をrj1心としたものであるから， これらの資料

ん司、軍；t次5カ；，1,,n阪の政｝イj寺三と民F,'d策。全体ぺJ

3宇都iに検討することはかなりむずかしく， したが

Jて本的a第3次，fli;l1iの政f(ftきの大要，＇：： 10,問案た

のおも！；.相通点を比較検討することにより第3次

日力作百十阿に対す7，民閣の'1Z;夕方を明ムかにす糸

ものでJ，乙。

以下まず民間察の特色を明らかにするために比

較検討のけ象と穴ろ政府原’始、こついて ー取的考祭

念行ない‘ ついで商工会議所連盟案の大嬰と政府

寝とのltili（（検討すcTiたうことと寸る。

I 政府案の輪郭

Federation川 IndianChamber示。fComnwrce I . 第：1よそ5カ＇，f,iffU1iの基本目標
and Industry: The Third Five-Year Plan←ー 第3次5カ年計四に関するインド‘政府原案l，こオ3

:¥ Tentati刊 Outlin引か発表し！ げる基本11標はつデこノ）通り｛、ある。

インド経済カ‘今後資本主義， 社会主義りいずれ
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投資の配分
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投資支出の約半分をしめる（第3表参照）。

じあ－総与；＇ilα）（） It,' ，レピ純J受ゲ：E出ー

る，(i主1)。
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ニれは農家が肥料（これだけで 150億
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W

明i明、';if'i3次計画夜間tこIJ.￥ゴ2000万トンの哨産かとを Ii的と新規 ）；t助人ll ノ有志（；；i，品業に 11/~il'-lす

（連盟案による穀物の目もたl人すものとみられる者11農村の侍年の新規労働力明加240万人，して，

牒＇ii；（二額Hff1！期末主？に l位～ l{,よr200 Jjトンと:t t~. ； ベて市の了：1を lI 0万人と予定し五い一／｝

政府案にほぼ一致している）。なっており，の働く者に殻小！IUの合理的所得をもた九す純怖の
住七に対する投資U，都市人口のi}/}Jllを：H

にめに1鉱工主：こか、 C40号：，c1>vUTJ均初1r(1''.1発展
その総費300万世帯とし，画期間中に1500万人，

をも ν こと／ノ1；主要土、下れている。

ffむよl:'iO倍、ルピー， :1:7こ農村（二おvtと｝家族0）増加は
第3次言｜函期間におけゐ

年平蛇投資と新規it！＇）トJj註 合計180億Jレピーとなる。

教訂：：II門への投資vUーとし f二小学校の建築

約700万て、30億Jレピー，

）
 
e
J
 

に対十るものであるは新規入学の学童C6～11歳）

は1引m～61年の2500万人カ‘ら65～ω年まじに泊。（｝

万人に増加llる（尚～66干1'1つま 11～14歳までの義

技術改善と施設拡大のための費用や教
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Ⅱ　インド商工会議所連盟案の概要とその特色
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項 目 1 9 6 1年 I 1 9 6 6年
済政策ときびしい諜税政策を改

定しヤ民問投資7を誘困す〆｝経済

自＇；〆一L

のオ、fもな担いず．は公jど‘答｜：門で、あ

7) ／しても，公民部戸！とは間部

門の比率においては，民間企業

がHl出までに I~~ ／こしι 】三役割

仇」1ヨ牲に！！ .／，しがみ－ , Le」間企

人 11'''

国民所町つ

1人当たり所得山

5カ＇I'I日！の投資出、け

41(4:.C. 1) 

12,8的 (l三，らrn1)

310(295) 

44.5(117.3) 

16,800(17,000) 

375(359) 

10,000(1り，000)

Cil) q；.トヤはそれ cH(l)l伺竹万人， (2)1000万ノレピー， (3）ノレピー， (4)1000 

万ノレピーである。

ClU1•’. ) The Times of India, Oct.油、円滑およ打、，：＼府原案Lて！kSく。

業の活動と投資仁いっそう多くのことを期待す

したが： l I司家』.~＇？，司企業とた業家ti',,,pr.ノ育

））止に努力しなくてはならない。

I} I二のよいl Zえプ）.•• ~· i'i!盟案：）、 ν ：fの訂；日 ~j,

い五政府案との！！日tこ大と Jよ相違｛［；jミみられる。す

なわち， (1）公共凶問阿部門における投資の配分と

い；，＇t頃位， に I；業， J1lhii]ii:ど主 t主！：：投資fl'.l"J（ーお

ける投資配分のL七本， (3）あ之）主盟な投資！Illt11J日こ

'::,. ：£工業川［Ill) 』こド；： 3公共川1:J と ~rd ，’；； 1113 の

役割， (4）資金調達計四などの諸点である。

（長2) ;,'¥ ＇.＇次 5カイi, I戸iでは、 P・C・7 ノ ／ノピ

スの勧告案（P.C. Mahalanobis, Draft Recomm四 da-

tions for the Formulation of the Second Five Year 

!'!rm, 1956～“1.) にwJ ノき， f;:fi '),;j-p[ij変 ii.c E大
A仇；討により純収資総有目560億ノレヒーのス案要綱 （The

Second Five Yrar Plan-A Tentative Framework) 

；ノ：・r'，表されプ：刀・，これLi If 'rその4'.j' .') 1が主主！＇.＇ 'c"£で，

そのi配分はぷ），75:l勺llil:.C5で公共書111'1ιj1心主成三あっ

た。この政府案；こ士、jして；n1rr1i委口会経済審議たの一日

子もる B・r,. ..，，ェノイかユの反iI，向（B.R Slwnoy, 
A Note of f)issent on /he Memorandum of //11・ I'anel 

of Econo明白t）において， インフレ防止のために校資

そ：iso～ 11111Iえノレピーに押さえるべ守である！と i娠し

まfニイノ 1商工；"c，ι1連盟で；t：＇！： 資を 7:21){iノレピ
ー，そのうち工業投資は 200億ノレピー，運輸通信投資

パコ00億，し : とし l二 i（’費財工、てえ資と I(I,日牧資を

,'Li'!しなし、，r,:r業建者？，，nr能と TるiミJl¥li弐ポ：The
Federation of Indian Chamber of Commerce and 

52 

Industry, Draft Note on the Second Five Year Plan) 

を発・； I f：， 結局19同年4月に／1I自の主主れ本（Govern

ment of India, Second Five Year P』an）が発去され

たが，これは主として工業古111"1における政府活動に対

するiどii＇，，.バ’奈の妥〆主点、大きく以 II／！，して， I Y,:'¥il!"Iの11-'i

府投資 ii心主義がい；ヨ緩和さ jL，効f号事長：ζi、る公:Jl

75:KIIIJ25が公共55:l己lfJl45となり，また計Jlli規模も

拡大tsj l、投資は山（）位ノレピー（公共3削：Gノi1：・ー，！い

H1l240f.() >L グー）とな 3た。（口約i アジノ協会事前『 f

ジアの経済IJH発一一東南アジア和卜一一』 81～102ベー

乙；－0

rn= :11 インド市i仁会議所迭問の事務総長G・L・パ
ンサーノレ（G.L.Bansal）はっき鼻のように述べている。

「こd l必叫条例二かみたされないとしても＇ ff済成長｛す

f>'tl:U I.ない。たしかにある f','j立の成長半、t.t K:!l't./iで 1

ょう。しかし飛限（take-o汀）に1,,Jかう明白な変化が今

後1011:r，・に起こることを主主むな i',:J, J党{i:0）経済政；本

を早急に，＼；定するご kが必要さある。イントの潜在山

市firf)Jは無限であり，この経済構造から，JIき／Llされる

であf，ろP：資とj現行♂〉前大は、っくり出される問題に

対す乙アブローチ内JI JIとその処j耳！方法いか／しにかか

っている。・・…・インド経済の潜在力は， もし必要な諸

条件が I；えられるならば5年：！＇:Iに1000億ノL1:＇ーの投資

を存叫に jるであ FううJ(The Times of India, Oct 

30, 1959）。

リ 投資配分形態と係先順ui:

主要投資部門および公共・民間両部門における

陀資配＇rr/,:, 政庁j’fを・民間案について比1［［をして ιふ
ると第12表の通りである。
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(ti',' 11) ifi 2表， Z草川， I Jぴ前記め l11dianChamb，汁れf('ommercι弘山1<1 Industry, The Third Fi1町 Year
P』＇an叩 A Tentative Outlineによってfドl1'Zしたり

(11 円.ff案によjl：、、純投資総額1000間Jレピーの

う・r，ケjI J'i:資は670／｛！ノい：一， 民引j',¥:f)i1330億Jl,・

イノ工業化と料済発展を望人 鉱工業のみ忙409-｛，の

n資配分rL ・c, さらに民間投資だけで:lO＇九Uノ投
ピーで公共67：民間33の比本である cm1次；r「向｜ 貨を行なおうとしている（社針。

では49:51，第2次ii・耐は61: 39）。こJしに対して辿 (:l) 政府案では社会主義型社会の建設という従

盟案：.' .・左純投＇：＇ £tfkti1000億Jレヒ

民間 l：，，配分する。 同己分比率；上；Ii1，！：ト＇）パンサ

、；との基本万針仁川って， 公Jq;:511うが民間部門より

（優位をいへ その比;;yq》m:i次計画期l,'¥J!,_ j［立じ

｛ル氏によれ：f', 公一戸；49：民間51という比率があ て漸f目の傾向にある（第4表参照）。

らわれた箭1次l汁ffliiが成功のうちに遂行されfこと 述山案では前述のように民間部門が鉱工業にお

いうj引νt第2次：n11, 1，，二おける比＇.，＂，： ,:,,r; [lljの活 L、て断然軒佐々しめてお川、他方社会サービス、iWi

動， 1<i < ）経済的i!'i6!Jiこ対する：l'f,LA:'!ll標など if"i, 運輸通f,＇／；ど社会一般百本や外部経 i庁内創造

を~Jiff.に入れて；没屯したもので， 公共部flljにうえ に対しては公共貨店門により多くを期待している。

たこ、日Jいう配伶lヒヂパもっとそ＇ c／けしい終演 (4) 政府慢は祉会福祉部ドljな宝視し， 280 {'['./:Jレ

環民｜、 [I↑家に与j: .・, . Ji:5：高比率へ｛う〆いしかし ヒーを予定しひいるのに対 L，連盟案は l10 ｛立 jレ

この公生日向I＼門りより大なる比率l土， 公共＆II門の比 ピーで政府案の 2分の lにとどまっている。また

平が相対的にも絶対的にも， また民間短期いずれ 運輸通信人の投資も政府案の 170億Jレピーに対し

にしfiパ 民間部ti']'hえさくな；：f上／£らない 110億ルヒー：て J'ぎない。こ；jl は公共部［lijr！）比率

こと什 J, llj;、するも （＇ノこけたい(H:4）。 I，：漸増し政rntx資を中心とする工業化政策と辻
(2) 政府案では鉱工業投資が純投資総額の26 会福祉政策とを同時に並行せんとする政府の政策

%，電力投資が？？イ，，今可33%となり，；；＋12次計阻 と根本的に対立するところである。この政策上の

にヨ： ; •. jき歪工X:I~ ＇）強い志＜ Jリ、られる。 !i i丞の根訟と九：っているb」!I'd川 I守の言いけいヲ ~ 

これに対し， 述盟案は政府による適切／ふ粁済環抗 〆つめて簡単以よjうるがつよりように考察正;fl_;;;;O 

の創造に基づさ， 民間工業部門の発民を中心とす ｛イ） 鉱工業部門における公共l：民間3の投資

ラ3
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a た ~i\UJ （正；1・il税政策め断n と公共企業にもっ

と積極的役加をもたせることを仮定している。連

J
 
；
 
i
 

v
F
1
 

if：；！！＇付金氏、本十 t)¥ ：［， プラ

［七パ・！＼＇ルザなど外1't右子J1t i＇；す 7，以来｜心情ft,j京抗ti、

生直の拡大。

(7）色間一r.業〔とくに輸iil産業）のJ広大。

((; iよ／1t1 ., 断行とn：箔，

法人・倒人に対する課¥1,日はこの組税政策によれ

るιとな：大1¥1：，＼に引きート：rf

公安；＼IIr11］しりllttl立：fこ',;,ll;', lrJ古伝性をJfrjj肉Lている。

川本が公共財源，t減

民間投資と'.ll¥,l {l:の；j！税ι＇）重Ji生削減L,、 1t、
（沿二4) The Times of India, OじLど9,195¥). む

よηTLιF,・d<'rati,m (Ii Indian仁li"ml》tr of Cum 

その結県として生ずる位；_m

の永続的明大によりこの械税f首位による政入減少

の補正そ確保するために恨本的向調整をはからね

＇，としてまに国自企業の荷主的 j':J＿［営よなら勺ょ正

二よ：）、 より大Jなll¥l益んあ；y，：今店、史のある二と

どん強制している(rt6）。

よill盟は以上の公共部111Jの資金調達のみならず，

赤字財政の効凶rm部門の資金調達にも関連して，
J 江

わらインブレの危険：二対Lて十分注：Gを』i-るたら

料j汗；力到売問大子7せ‘

同と外資導入の不可欠な二とを”命じ℃い／ム。

m《・rce

A Tentative Outline. 

（主5. 「 H’!it,;・ "Iにどる「；I＼（）低ノピ一刀工竺交む

のti・拠』‘ 計・1,iJUJ11•: iて1小業単（＼ 200万ノレビーの投資

でがJ1万5000の刺l企業を民llll部門で燃業ぜんとすmる計

plu: .よ三lu これはごパ1ろJ膨大な計：11iであり， ti:2豆iJ
JI（；空力，組織の調整‘行仕上の問題、 lげは布HUJJなどに

1期する相l"!'rなSUHとなろうC ..，…しかしJ¥l1'±：：のぷ共／(i;

l"l•I• 心コ去の i イ久・インセンティ 包軒。rをしな小し

てi.;;;IHI投資を刺激する経済環境を創出して， t(liil企？誌

のイニンアチYと白山な競やi'i'J/f,動♀勺え jしば， 「ン

ドl無「，／）治{I；伴Ji¥:.i'r 1J: .i.このJa空）， ,iJ1f；てし上う ζ～
(The Times of India, Oct. 30, 1959.) 

Tit,・ Third Ffre Yι•r Plan 

ある［Ill:度までの財源！l赤字財政によって他の
，
 

ん

明

、
ー

し財源の活動々刺激すろことにより調達でさる。資金i1,r;1述汁両

公Jr.部門の資金調述方法

,, 
守｝．

ともに工業と農業の余剰によるべきもの C:あゐ。

ん規伎な i主化北西り設定ほ列賢治人t,;.＜し：ば

JIJ:1¥ワ：主jぺあり， Ltニポっζ民引っ外UI資本が正し

l ・f'l: ff l彰態三流人すだitこ，＇iJ；’こもまた生産的日的の

fめに余剰の蓄積を助成するためにも必要な諸条

件が設定されなくてはならないというのである。

政府主主による心共部門の資金品達はすて、tこ本情

公共民間岡部門かし財源に対する主要な寄与は，）
 

1
1
 
（
 
連盟案による公共部門の資金調述計聞は01'.Sl4去

の通りである。

11士府F従の？とに他社経日支出却を

連出家（＇＿）数fr'iとltllvこば比税ε

述阻案の'AH4去Bの数値と比較

！のらで天下したが，

：；；むものがあり，

fないとしても、

]¥ 

Cil)() 

品｛）り

りけり

175 

‘：75 
1,550 

1, 1110 

5‘ci'ID 

；注目l事長による公共部門の資金耐迷

( (,fat: 1000); ,vピー）

ム＼

刈10

,175 

1"110 

50 

175 

1,:mo 
700 

4.ゴハ。

Iト；収へかr,繰：，入オ［今 I 

欽活からの繰り入れ{iz

f:', ＇） へj1,＇：小： IIltj’，｛， 
；＇：＇の仙の資本受け取り首 Ii

¥ 1.I f（＇ぶ込の何 i:''
主J：十 li，＇.入 t：外［＇，・i援助

j}[; ・;,: ll十政

fl 

第 14表

項

即すればつぎのことがいえよう。

政則投資は述盟案が 550億ルピーであ心の

政府案では fi70i心｝レヒーであるヲに対 L' 

(1') 

このうちAの数fo>H土；tk1E採！日されてし、る粍山政

耳臼ゐどの Jされ航； ~: g 7 1のと｛反じしf;]if,,Jl元 課Fぷこよ Y資金調j杢ぷj,J_llJ＇，／索： vt.ft’:'i¥!,f入

んhらの繰り入れて;zとしてオす刀、90f;てそjレピーな；；十上

ララ

（ロ）

まTBo, !/1.fo'L ，.賢一江7.＇つ；｝； l＇』を金札I'c ,j、［て！， .る乙
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第 15表

ザ1

l・....・M・－山・・・・－調

I －－い＜ .＇）仁川して， 政l(f＇七でィーtit夜間・ Ii'仁川悦

てとあわせてゾごに104（〕｛立 jレピーに述する i'fiしい相川

tM EをfわとL Iより、 こーj ャ，、ら：d j~支いそ）. I ,JI 

いヤも減脱にJζ，El/Ml f史資活動の活資イじを

資本Jf~J£ ，ど強川している辿』怒と正以刈の立場を

ータ

ノ；辺

消r N 1a 行如
何保 llJ 河

内）＇~似 lr と併；irn 引金融機！羽

i/,UH金1.ii，！幾！込Jとその（L_Jj主殺伐j刈
投資ぇ社とユニット 1,"fwl 

'-'i H，［カ k ;' JりfriイJけと少iトi寸Ld't
Pとのf山ι＞1, i Ji!とれ1保によるもの

《3

公共企業ル hらの収入として，政附：朱は;¥i:J；、i旦－

;r,<:,:,J・／li':.;:fなとつ弘、次企主川ら－・J糾；J/dlぷ 100

ヨ＼して＼、

やす

.v，る企仁（主主＼肥料二五ど） では． は会；：l、っそう高

い｛1lli併合課して平IJ／悶を紙大化せんとする大きな誘感が

わるで－／）ろう，，たとf1it1i.JH ≫，殺物内全l以，;iをji;c以す

るなら， l .lj't{,'/.,'1うたりわずかな迫力目的価格を認す旦こ

とにより大き／ム収主主主’あげうるが， よれはi!司民のより

lt凶な併問の犠牲にわいてである fJ U、卜νつように公

J、企来（九尚1/:,Ii j経営を完封ifると lnJ時に公共企J長の犯l

p；化ルノペ点を貯念して司公）J:企；（による＇！ ！主物全lモi記
企7によって版｝cするという方法を示唆しているo
(The Times of India, OcL :10, 1959.) 

（民7) 注6を参W.1のことο

（註＂ ) 第 i次計jilqでは公共部【＇ i♂Jil日＇，／； -t出（ 経

’目＼主ill十純投ft支出）の尖紛がJ200 l;忘ノレピーのうちが1

5分の I, 4(11)• Pレピーが赤’J’財政である J なfl2 ；；.：、，，1－画

では， IiトIJ'cxlJ¥4品。億ノレビーのうち赤字：は4分の 1で

iゴ（）抱，，三一、l月以米沿う〉はりなの iで80f位ノレピーであ

るい；overnmentof India, Se，印刷iFive Year Pよan,

pp. 77～Hおよび I11dia,195/l, p.200）。

内リ）
 
｛
 
i
 

{]! 'cピー守 1・， j，［＇.岨日問；｜鉄 j立川i:,＇＇泳り人： h；＇.：，，（）（！己：

Jレピー， 資本受け取り tJ'.il7伯、5000JJ1レピーに1Jll;':_ 

・ I I常（＇｝きの4、，nuとJて；：7;0'.50（）（）万；，ヒーな＇,I・ Iこ

してし、（， (11:7〕。

例外ほ援助でl土，政府策 100佑ルピーに大JL

)!cl，；：，案i ；：、I外収入と j）助片して i活必－lピ ,,;n・
lニしている。 立たこのほかに主Jlfill策は凶間部門の

γf）：調l心こJi＇.て 3u(,Jルヒーの外資－，；：，＿ ilJJj';'j L心い

;t ＇第151’挙！K'i1

政府案と民間集の似本的イfl.i邑点には課税収

入 c'.iiまト：二赤＇／ llfri-1,. －あふ 迫,II，奈ーυ：あ？.，Y:H立
の財泌は赤字財政v. l＇.って仙の財源の ir；動幸子刺激

-3 Qことじより調jf・じさるとして 110i必：Jレピーの

功、ナ；財11'<C,-: ＿，；、 めー；！司、るメ：τ i日，（l案v:r • 1..,口：：f土i深

机収入の大j11，＼な明大筒なとることによりぷ’j，：財政

な＿，；つ／いく計.I.L＜.いらず， こりl刻、J'.!i江it後l二女J

I Tのち！よら）＼茸： l次・勾2)< ~tlfJij /., ft←h ・,m；主

に比岐しても大きな特徴そなすものである（／J:8）。

制

h＇.！山

政府策においては民間郎門の資金調達に閉する

述盟案がつt5・のよtt；長がまったくみられないが
＼？二金川！浅間バj活動土融資範囲の拡大企要iiriLて

いろことは 1つの特告をたすもので、あ〆：＇ O

第 3次言十回期間

ごとがほとんど不可能であ乙。日在の金融JW：と

鉱工業に

Hil在の資金供給形態では，

J江間；＼（門の多額！／） 資金必要額企維f与する

（イj

ト＇；（.ナ

課税政策とに法づいて算定するかぎり，

(/1:6) lki•；：：公共企長の商業的経Hについてイント

lベ工｛：決所i':.！＇のC・I..ノンサーノ， rr:::は－・-vのiうに

論じている。 ｜：公共企γ：が有力な氏1:11企Tと立Jlうfして

九汁・l寸う社； は，公共企，；，／），商五、i狗M’；3をす ｝こと

が必Wiである つまり公JI•：企主ーの収作はます I止〔イ1lti をカ

. -1＿ふく こ｝ なら 0,し、0 ・・・し芯ーし今 L，の，~，，，＼ 1,J: 公

ポ企芽の不IJ澗膨大化に対すJもものア、ある ー・…資本主

ぷ， ）＇.：）：！（ 主主＂＇＇ずれの！~J,:-. わいても投資はおもいじ'R

イ「楽0;I[τf益／；， r，なされる0 ・？：共有w.，，の::rψ泡設い効率
IH'I＇.！－｛れとなり，またいっそうの発俣のために余剰を

寸杭ド：：，よ日職者tt十分に遂行しな fi;Ji,ば I，：らな
い。 しかし政府が独占あるいは独占に近い状態に

ラ6
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おける民間部門の投資額：100位Jレピーの半分も調 個人課税のいっそうの引き下げと調整とが仮定さ

述できないかもしれないと｜嘆いている（しかし政 れている。

府案による同部[11Jへの比｜司投資は 90｛！むJレビーであ

り， したがってこのかぎ‘りでは~]15去の A の数伯

の資金額があれば十分となるわけである）υ

（吋現在の金Mui機lflに資金，¥J(JjfO）い「そう大な

るdl/［とII可動を＇ Jえるとともに財政政策もまた金

融機関が留保利刊に］：る伝統的企Mu！プJ式によって

活動でまるように改ti＇，：されなければならな L、。

付 組織イじされた証券先行r1n0や古lj引rfiJ坊がな

い現状で!l, 1見台：の金融機関がで主るだけ多くの

引き受けや起業行為をとることが必要である。こ

のためにはいj割引金内h機閣（RefinanceCorpora-

tion）の日動力企拡大するとともに， キェWitlHiも

農業・貿易およびl；業活動のための PJ割引FJI三機

構を改Niしてよれな相11助しなくてはならない。

L二） 商業銀行は長期資金の必要紙に対してはい

周のわく ,a:拡大して， 広範な融資をf」なわなけれ

ばならない。まfこ各匝計画の技術的可能性を検討

して価値のある今［：業計画を推進するフランをもた

／ζくてはならなL、。

体） 以i，の金融機関の諸機能の拡大は， 1tJ官IJ,JI 

金融機関と添附銀行がその複雑な ~II五関係におい

て各臼の役；i討を｜づょに果たしてニセはじめて可能

となるものである。

付 外資の来たす丑型な役割もとうてし、 '.llff視で

i!ず， タ十frがインド経済に者ブごに流入するような

諸条件が確立されなければならない。

なお迫lUI案による民間t'dl1113の鉱工業投資は節目

表のとおりである。

第15表のBの数値は必要な税制改革がすみやか

に遂行された湯合における資金調達の形態を示し

ている。この場合法人利刊課税が呪在より大ti/c'iに

引き下げられ， また個人貯苔を可能にする上うに

む す び

以上において， われわれはインドの第3次5カ

年計1miをめぐる以｜ほの考え万を， インド商工会議

所連防J案と政附限案との比i絞検，Hを通じて切lらか

にしてまた。 もちろん両者の立場を十分に理解す

るためには， その経済計画案の背景をなしている

政治的・社会的関係の分析にまで、立ち入ることが

必IJ2であることはいうまでもないが， 本市ではそ

こまで立む入ることはさけ， 民間の考え方を明ら

かにするにとどめた。現在第3次5カ年計[il11につ

いては， インド政府によりその規模と形態が検討

されているが， とくに計画期間中の純投資支出に

Illしては， 原案の1000倍ノレピー案と計画委員会に

より新たに促出された 900億Jレピー案とに論議が

集l↑1していることが報じられている倒的。 それに

よると， もしこの900億jレピー案が承認されれば，

1000倍ルピーの投資で3十回されている各投資目標

が多少削減されることになり， とくに社会サービ

ス交LUと中小企業計画が影響をうけ， 前者は20億

ルピー，後者は10位ルピー削減される予定である。

しかし圭要な経済計同日棋の 1つである鉄鋼部門

の投資目標は削減されない模様である。また公共

},:[I 111］と民間部門との投資比率も現在までに65:35 

案（政府原案は67:33）が有力となっているとの

ことである。

出3次5カ年計闘の最終案は， 本稿のはじめに

述べた通り， 1960年の 3月末から 4月にかけて発

去される予定であるが， その規模と形態がどのよ

うなものになってあらわれるとしても， それを生

む月体となった政府原案と民間案との関係を考察

することは， 最終案の内容を知るうえに有益かつ

価値あることであろう。

（注9) The Times of India, Jan. 7. 1960. 

（調査研究部）
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